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‘星空舞’の分施体系栽培における適正な穂肥施用量

※葉色（葉色板）の目安は「星空舞」栽培手帳をご覧ください。

‘星空舞’の高品質・良食味米
の安定生産に向けた栽培体系の確
立のために、より高い目標値であ
る食味値80以上を設定し、収量
500㎏/10a以上とあわせて達成
するための葉色診断法に基づく穂
肥施用法を明らかにしました。

・総籾数が26,300～29,800粒となる窒素施用で収量
500kg/10a以上、食味値80以上を達成可能です。

☞ 穂肥Ⅰ施用時期の葉色が35以上では籾数過剰となる窒素
条件にあるので、食味値低下防止のため無施用とします。

・収量500kg/10a以上を達成するためには、出穂期葉色を
33以上とする必要があります。

・食味値80以上を達成するためには、出穂期葉色を36以下
とする必要があります。

【穂肥Ⅰ施用法】

【穂肥Ⅱ施用法】

☞ 出穂期葉色を35程度に誘導することが有効です。

穂肥Ⅰ施用で増加

‘星空舞’における
良食味米生産に向けた穂肥施用法

‘星空舞’における
良食味米生産に向けた穂肥施用法
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穂肥Ⅰ 穂肥Ⅱ

窒素施用量 窒素施用量 穂肥Ⅱ

（kg/10a） （kg/10a） 施用時

0 29.3 30.1 0.8

1 30.3 33.5 3.2

2 30.1 36.0 5.9

0 34.9 34.6 -0.3

1 34.9 36.0 1.1

2 34.0 37.4 3.4
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【具体的データ】

総籾数と食味値の関係

穂肥Ⅰの考え方 穂肥Ⅱの考え方

総籾数と精玄米重の関係

穂肥Ⅰ葉色と総籾数（穂肥Ⅰ無施用）の関係

出穂期葉色と食味値の関係

出穂期葉色と精玄米重の関係

穂肥Ⅱ施用時の葉色変化量（3年平均）

食味値
低下

収量低下

食味値低下
防止のため穂肥Ⅰ

は無施用

食味値
低下

出穂期葉色が35程度に
誘導すると収量・食味値
ともに目標達成可能

（問い合わせ先） 鳥取県農業試験場 環境研究室 TEL：0857－53－0721

※本書から転載複製する場合には必ず農業試験場の許可を受けて下さい

１）試験場内の低地水田土土壌で2020～2022年に行った試験である。
２）穂肥Ⅰの施用は幼穂長8～10mm時に、穂肥Ⅱの施用は穂肥Ⅰの7～10日後に実施する。
３）葉色の目安は「星空舞」栽培手帳をご覧になるか、最寄りの普及所にご相談下さい。

１）試験場内の低地水田土土壌で2020～2022年に行った試験である。
２）穂肥Ⅰの施用は幼穂長8～10mm時に、穂肥Ⅱの施用は穂肥Ⅰの7～10日後に実施する。
３）葉色の目安は「星空舞」栽培手帳をご覧になるか、最寄りの普及所にご相談下さい。

利用上の留意点
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